
（
一
）

富
士
川
勝
の
『
日
本
医
学
史
』
に
『
金
蘭
方
』
の
共
撰
者
の
一
人
と
し
て
大
神
庸
主
を
挙
げ
、
「
大
神
庸
主
〈
右
京
ノ
人
、
本
姓
神
直
、
後

大
神
朝
臣
ノ
姓
ヲ
賜
フ
、
承
和
二
年
左
近
衛
医
師
ト
ナ
リ
、
侍
医
一
一
遷
リ
、
貞
観
二
年
内
薬
正
一
一
任
ズ
、
同
年
卒
ス
、
年
六
十
三
」
と
解
説
し

（
一
一
）

て
あ
る
。
『
京
都
の
医
学
史
』
も
こ
れ
を
踏
襲
す
る
。

（
一
二
）

一
方
、
わ
が
国
最
初
の
医
学
史
書
と
し
て
知
ら
れ
る
黒
川
道
祐
の
『
本
朝
医
考
』
に
は
、
神
直
虎
主
と
大
神
朝
臣
庸
主
を
別
項
に
立
て
、
虎

（
四
）

主
の
記
事
を
『
文
徳
実
録
』
か
ら
、
ま
た
庸
主
の
記
事
を
『
三
代
実
録
』
か
ら
引
い
て
解
説
し
て
い
る
。
宇
津
木
昆
台
の
『
日
本
医
譜
』
に
お

い
て
も
同
様
の
方
針
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
『
日
本
医
譜
』
の
庸
主
の
項
で
は
「
三
代
実
録
曰
く
…
…
」
と
し
な
が
ら
、
実
際
の
『
三
代
実

録
』
に
は
載
せ
ら
れ
て
い
な
い
「
蓋
虎
主
之
族
也
（
庸
主
は
虎
主
の
一
族
で
あ
ろ
う
）
」
と
い
う
桁
文
が
混
入
し
て
い
る
か
ら
、
少
く
と
も
宇

津
木
昆
台
は
庸
主
と
虎
主
を
別
人
と
詮
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
黒
川
道
祐
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
神
虎
主
・
庸
主
は
古

代
日
本
医
学
史
上
し
ば
し
ば
登
場
す
る
人
物
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
斯
界
に
お
い
て
は
従
来
確
た
る
定
説
が
な
く
、
混
乱
し
て
い
る
の
が

一

の

一
大
神
虎
主
と
庸
主

古
代
日
本
医
家
伝
糾
誤
三
題

小
曽
戸

日
本
医
史
学
雑
誌
第
三
十
三
巻
第
三
号

昭
和
六
十
二
年
七
月
三
十
日
発
行

洋
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現
状
で
あ
る
。

筆
者
は
最
近
機
会
あ
っ
て
大
神
虎
主
・
庸
主
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
両
人
は
明
ら
か
に
同
一
人
物
で
あ
り
、
虎
主
の
名
に
統
一
す
べ

き
こ
と
に
気
付
い
た
。
ま
た
、
『
金
間
方
』
の
共
撰
者
に
庸
主
を
挙
げ
る
根
拠
は
、
実
は
薄
弱
な
も
の
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。
よ
っ
て
以
下

い
か
な
る
理
由
で
今
日
の
混
乱
が
生
じ
た
か
の
経
緯
を
述
べ
、
諸
賢
の
注
意
を
喚
起
し
た
い
。

一
の
二

（
五
）

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
を
底
本
と
す
る
『
六
国
史
索
引
』
を
利
用
し
て
両
人
に
関
す
る
記
事
を
検
索
す
る
と
、
庸
主
に
つ
い
て
は
一
件

も
見
え
ず
、
虎
主
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
文
が
抽
出
さ
れ
る
。

①
『
続
日
本
後
紀
』
承
和
十
五
年
（
八
四
八
）
正
月
七
日
条

「
正
六
位
上
：
…
・
神
直
虎
主
並
外
従
五
位
下
」

②
『
文
徳
実
録
」
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
三
月
十
四
日
条

「
外
従
五
位
下
神
直
虎
主
為
二
参
河
橡
『
侍
医
如
レ
故
」

③
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
元
年
（
八
五
四
）
十
月
二
十
二
日
条

「
侍
医
外
従
五
位
下
神
直
虎
主
．
．
…
・
等
賜
二
姓
大
神
朝
臣
一
」

④
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
二
年
（
八
五
五
）
二
月
十
五
日
条

「
外
従
五
位
下
大
神
朝
臣
虎
主
為
二
備
後
介
一
、
侍
医
如
レ
故
」

⑤
『
文
徳
実
録
」
斉
衡
三
年
（
八
五
六
）
正
月
七
日
条

「
外
従
五
位
下
大
神
朝
臣
虎
主
・
…
：
等
従
五
位
下
」

⑥
『
文
徳
実
録
』
天
安
元
年
（
八
五
七
）
正
月
十
四
日
条

の

二
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こ
の
よ
う
に
『
続
日
本
後
紀
』
『
文
徳
実
録
』
『
三
代
実
録
』
所
録
の
八
件
の
記
事
は
、
す
べ
て
虎
主
一
人
物
の
事
蹟
と
し
て
脈
絡
を
も
っ
て

お
り
、
虎
主
が
着
々
と
累
進
し
て
い
く
様
子
が
わ
か
る
。
で
は
、
な
ぜ
黒
川
道
祐
・
宇
津
木
昆
台
ら
は
『
文
徳
実
録
』
の
記
事
を
虎
主
と
し
、

『
三
代
実
録
』
の
そ
れ
を
庸
主
と
し
て
別
人
扱
い
に
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
一
ハ
）

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
所
収
の
「
三
代
実
録
」
に
付
さ
れ
た
黒
板
勝
美
の
凡
例
（
一
九
三
四
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

「
旧
輯
国
史
大
系
に
は
…
…
寛
文
十
三
年
に
印
行
し
た
る
松
下
見
林
の
校
本
を
原
と
し
、
文
学
博
士
小
中
村
清
矩
校
本
に
拠
り
て
校
勘
し
、

傍
ら
伴
信
友
校
本
を
参
考
せ
し
が
、
大
正
三
年
…
…
之
を
再
刊
す
る
や
、
更
に
類
聚
国
史
日
本
紀
略
等
の
諸
害
に
就
い
て
校
訂
を
加
へ
、
以

て
本
書
の
定
本
を
作
ら
ん
こ
と
に
努
め
た
り
。
然
る
に
寛
文
校
印
本
は
誤
脱
甚
だ
少
か
ら
ざ
る
を
以
て
、
今
新
た
に
宮
内
省
図
書
寮
所
蔵
谷

森
健
男
氏
旧
蔵
本
を
底
本
と
し
、
京
都
御
所
東
山
御
文
庫
本
を
初
め
、
…
…
等
を
以
て
校
合
し
、
：
…
・
之
を
公
刊
す
」

「
従
五
位
下
大
神
朝
臣
虎
主
為
二
権
橡
一
、
侍
医
如
レ
故
」

⑦
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
○
）
十
一
月
二
十
七
日
条

「
従
五
位
下
行
侍
医
大
神
朝
臣
虎
主
為
二
内
薬
正
一
」

⑧
『
三
代
実
録
』
貞
観
二
年
（
八
六
○
）
十
二
月
二
十
九
日
条

「
従
五
位
下
行
内
薬
正
大
神
朝
臣
虎
主
卒
。
虎
主
者
、
右
京
人
也
。
自
言
、
大
三
輪
大
田
と
根
之
後
。
虎
主
、
本
姓
神
直
、
成
し
名
之
後
、

賜
二
姓
大
神
朝
臣
。
幼
而
俊
弁
、
受
’
二
学
医
道
、
針
薬
之
術
、
殆
究
二
其
奥
｝
・
承
和
二
年
為
二
左
近
衛
医
師
、
遷
二
侍
医
。
十
五
年
授
二
外
従
五

位
下
一
、
兼
二
参
河
橡
壬
後
遷
兼
二
備
後
嫁
二
斉
衡
一
三
年
授
二
従
五
位
下
一
。
貞
観
二
年
拝
二
内
薬
正
記
卒
時
年
六
十
三
。
虎
主
性
好
二
戯
請
《

最
為
二
滑
稽
一
、
与
レ
人
言
談
、
必
以
二
対
事
如
嘗
出
し
自
二
禁
中
↓
向
下
作
二
地
黄
煎
一
之
処
上
、
途
逢
二
友
人
記
問
云
、
向
二
何
処
一
去
。
虎
主
答

云
、
奉
二
天
皇
命
『
向
二
地
黄
処
や
此
其
類
也
。
然
処
咳
治
多
〆
効
、
人
皆
要
引
。
療
レ
病
之
工
、
広
泉
没
後
、
虎
主
継
塵
、
太
収
二
声
価
↓
焉
」

一

の

三
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こ
れ
を
見
る
と
宇
津
木
昆
台
（
一
七
七
九
’
一
八
四
八
）
の
基
づ
く
と
こ
ろ
の
『
三
代
実
録
』
は
、
お
そ
ら
く
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）

刊
の
松
下
見
林
校
訂
本
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
黒
川
道
祐
（
？
’
一
六
九
一
）
の
『
本
朝
医
考
』
は
寛
文
三
年
（
一
六
六

三
）
刊
で
あ
る
か
ら
、
松
下
本
に
拠
っ
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
当
時
の
流
布
本
で
松
下
本
の
祖
本
と
同
類
の
写
本
で
あ
る
可

三
）
刊
で
あ
》

能
性
が
高
い
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
、
松
下
本
系
の
『
三
代
実
録
』
は
虎
主
を
庸
主
に
誤
っ
て
作
っ
て
あ
り
、
黒
川
・
宇
津
木
以
降
の
混
乱
は
こ
れ

に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
た
。
そ
こ
で
実
際
に
寛
文
十
三
年
刊
の
松
下
本
を
求
め
て
こ
れ
を
検
し
た
と
こ
ろ
、
果
た
し
て

『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
で
虎
主
と
な
っ
て
い
る
二
ヶ
処
は
と
も
に
庸
主
に
作
っ
て
あ
る
こ
と
を
確
認
し
え
た
の
で
あ
る
。

「
虎
」
と
「
庸
」
の
旧
用
字
体
は
す
こ
ぶ
る
相
似
し
て
お
り
、
誤
認
し
や
す
い
（
図
）
。
虎
主
・
庸
主
別
人
説
は
、
江
戸
時
代
の
『
三
代
実

録
』
流
布
本
に
お
け
る
誤
字
に
端
を
発
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
富
士
川
が
見
た
『
三
代
実
録
』
も
庸
主
に
作
っ
て
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
旧
輯

『
国
史
大
系
』
本
も
松
下
本
を
底
本
と
し
て
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

為
Ｊ
壺
Ｔ
Ｆ

葎
一
の
四

図虎(右）と庸(左)の

行草体（伏見沖敬

『書道辞典』より）

次
に
、
な
に
ゆ
え
現
在
大
神
庸
主
が
『
金
藺
方
』
の
共
撰
者
の
一
人
と
さ
れ
て

い
る
か
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

前
述
の
よ
う
に
、
大
神
虎
主
な
い
し
は
庸
主
が
『
金
藺
方
』
の
編
纂
に
参
与
し

た
と
い
う
事
実
は
六
国
史
の
ど
こ
に
も
記
さ
れ
て
い
な
い
。
『
金
藺
方
』
に
つ
い

て
は
、
『
三
代
実
録
』
貞
観
十
二
年
三
月
三
十
日
条
、
菅
原
岑
（
峯
）
嗣
の
卒
伝

の
記
事
中
に
、
「
嘗
奉
レ
勅
、
与
二
諸
名
医
一
共
撰
ニ
ー
定
金
蘭
方
一
。
又
・
・
・
…
」
と
見

え
る
の
み
で
あ
る
。
「
与
諸
名
医
」
と
は
あ
る
も
の
の
、
現
在
の
定
説
の
ご
と
く

／巧辱、
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以
上
を
要
す
る
に
、
筆
者
は
「
文
徳
実
録
』
『
一
二
代
実
録
』
を
史
料
と
す
る
大
神
虎
主
・
庸
主
は
同
一
人
物
と
し
て
虎
主
に
統
一
す
べ
き
こ

と
、
ま
た
大
神
庸
主
を
『
金
藺
方
』
の
共
撰
者
の
一
人
と
す
る
通
説
は
根
拠
が
薄
弱
で
控
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
二
点
を
提
言
し
た

藺
方
ヲ
撰
定
セ
シ
コ
ト
、
三
代
実
録
二
見
エ
タ
リ
」
と
記
し
て
い
る
の
は
全
く
の
矛
盾
で
あ
る
。
『
三
代
実
録
」
に
は
先
に
述
べ
た
ご
と
く
右

の
傍
線
部
、
す
な
わ
ち
物
部
以
下
三
名
の
名
は
な
い
。
こ
れ
を
『
三
代
実
録
』
に
見
え
る
と
し
た
の
は
、
富
士
川
の
錯
誤
で
あ
ろ
う
。
以
後
こ

れ
が
斯
界
の
定
説
と
し
て
今
日
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
偽
撰
本
『
金
蘭
方
』
の
序
を
拠
り
ど
こ
ろ
と
し
て
物
部
・
当
麻
・
大
神
の
三
名
を
そ
の

（
一
一
）

共
撰
者
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

士
川
自
身
が
同
じ
文
章
内
で
、
「
清
和
天
皇
ノ
貞
観
年
間
、

物
部
広
泉
・
当
麻
鴨
継
・
大
神
庸
主
が
共
撰
者
で
あ
る
と
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
七
）

右
の
定
説
の
出
所
は
、
実
は
偽
書
た
る
べ
き
現
伝
本
『
金
蘭
方
』
そ
の
も
の
の
序
に
拠
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
同
書
の
巻
首
に
付
さ
れ
る

菅
原
岑
嗣
貞
観
十
年
九
月
一
日
付
の
序
文
に
、
「
従
五
位
上
東
宮
坊
主
膳
正
兼
摂
津
大
目
菅
原
岑
嗣
、
従
五
位
下
医
博
士
兼
物
部
朝
臣
広
泉
、

従
五
位
下
典
薬
頭
当
麻
真
人
鴨
継
、
従
五
位
下
典
薬
正
大
神
庸
主
等
同
撰
」
と
あ
る
に
基
づ
く
。

（
八
）
（
九
）

現
伝
の
『
金
關
方
』
が
偽
撰
の
書
で
あ
る
こ
と
は
、
江
戸
時
代
の
佐
藤
方
定
を
は
じ
め
、
渡
辺
幸
三
ら
の
論
証
す
る
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
詳

（
一
○
）

論
す
る
ま
で
も
な
い
。
筆
者
に
も
別
に
考
え
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

（
一
）

富
士
川
も
こ
の
現
伝
本
『
金
蘭
方
』
を
「
ソ
ノ
後
人
ノ
偽
撰
二
係
ル
コ
ト
ハ
多
弁
ヲ
要
セ
ザ
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
」
と
断
じ
て
い
る
が
、
そ
の
富

L，
0

一
の
五

菅
原
岑
嗣
勅
ヲ
奉
ジ
テ
物
部
広
泉
．

当
麻
鴨
継
・
大
神
庸
主
等
諸
名
医
ト
共
二
金
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前
項
で
菅
原
岑
嗣
に
つ
い
て
触
れ
た
の
を
機
会
に
、
『
大
同
類
聚
方
』
の
撰
者
と
し
て
著
名
な
当
嗣
の
父
・
出
雲
広
貞
の
没
年
に
関
す
る
通

説
の
誤
り
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
き
た
い
。

（
二
一
）
（
一
三
）
（
一
四
）
（
一
五
）

富
士
川
『
日
本
医
学
史
』
、
竹
岡
友
三
『
医
家
人
名
辞
書
』
、
藤
浪
剛
一
『
医
家
先
哲
肖
像
集
』
、
日
本
学
士
院
『
明
治
前
日
本
医
学
史
』
、
服

（
一
六
）
（
一
七
）
（
一
八
）

部
敏
良
『
平
安
時
代
医
学
の
研
究
』
、
『
京
都
の
医
学
史
』
、
山
田
重
正
『
典
医
の
歴
史
』
な
ど
、
わ
が
日
本
医
学
史
に
関
す
る
成
書
は
、
こ
ぞ

っ
て
出
雲
広
貞
の
卒
年
を
貞
観
十
二
年
（
八
七
○
）
と
記
す
。
こ
れ
は
遺
憾
な
が
ら
失
考
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

出
雲
広
貞
に
関
す
る
記
事
を
六
国
史
に
徴
す
れ
ば
、
次
の
九
条
が
得
ら
れ
る
。

①
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
○
五
）
正
月
二
十
八
日
条

「
正
六
位
出
雲
連
広
貞
外
従
五
位
下
、
以
下
供
ニ
ー
奉
御
薬
一
、
昼
夜
不
上
豚
怠
也
」

②
『
日
本
後
紀
』
延
暦
二
十
四
年
（
八
○
五
）
十
一
月
二
十
九
日
条

「
摂
津
国
人
外
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
等
附
二
子
左
京
一
」

③
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
○
六
）
正
月
二
十
八
日
条

「
中
内
記
外
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
為
二
兼
美
作
権
橡
一
」

④
『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八
○
六
）
二
月
二
十
六
日
条

「
外
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
為
二
典
薬
助
『
美
作
権
撮
如
レ
故
」

二

の

二
出
雲
広
貞
の
没
年
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⑤

『
日
本
後
紀
』
大
同
元
年
（
八

0
六
）
四
月
二
十
四
日
条

「
侍
医
外
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
為
＿
一
兼
但
馬
権
換
＿
」

⑥

『
日
本
後
紀
』
大
同
一
＿
一
年
（
八

0
八
）
五
月
三
日
条

「
先
＞
是
餌
衛
門
佐
従
五
位
下
兼
左
大
舎
人
助
相
模
介
安
倍
朝
臣
真
直
、
外
従
五
位
下
侍
医
兼
典
薬
助
但
馬
権
橡
出
雲
連
広
貞
等
、

大
同
類
緊
方
ー
。
其
功
既
畢
、
乃
於
朝
裳
拝
表
日
。
臣
聞
、
長
桑
妙
術
、
必
須
湯
文
之
臨
、
太

一
秘
結
、
猶
資
磁
石
之
慶
莫
＞
不
下

薬
力
迪
助
。
箆
残
魂
於
防
厄
i
医
方
所
＞
鍾
、
菌

中
遺
命
於
断

□ロ
ロ
]
雖
一
貫
、
典
墳
澄
二
心
願
一
猶
復
降
二
懐
医
一
家
汎
観
二
摂
生
一
乃

詔
右
大
臣
二
且
公
平
侍
医
出
雲
連
広
貞
等
依
二
所
＞
出
薬
一
撰
I

；
集
其
方
上
、
臣
等
奉
＞
宣
修

□口
]
在
尋
詳
一
愚
情
所
＞
及
靡
二
敢
漏
i
[
]

感
一
百
塁
名
曰
天
同
類
漿
方
「
宜
校
始
屹
、
謹
以
奉
進
、
但
凡
蕨
経
業
不
二
詳
習
一
年
代
懸
遠
、
注
紀
絲
錯
、
臣
等
才
謝
二
稽
古一

学

拙
知
新
「
諏
呈
晉
窺
「
当
函
芝
砒
謬
｛
不
＞
足
下
以
対
ー
ニ
揚
天
旨
ー
酬
ー
中
答
聖
恩
上
、
棟
恋
之
口
]
墜
二
氷
谷
一
謹
拝
表
以
聞
。
帝
善
＞
之
」

「
侍
医
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
為
二
兼
内
薬
正
一
但
馬
権
橡
如
＞
故
」

「
左
京
人
従
五
位
下
出
雲
連
広
貞
賜
二姓
宿
弥
こ

⑨

『
三
代
実
録
』

貞
観
十
二
年
（
八
七
0

)

三
月
三
十
日
条

「
散
位
従
五
位
上
菅
原
朝
臣
毒
嗣
卒
。
呑
嗣
者
、
左
京
人
也
。
父
出
雲
朝
臣
広
貞
、
長
二
於
医
師
一
官
為
二
正
五
位
下
信
濃
権
守
↓
淳
和
太

上
天
皇
竜
潜
之
日
、
令
下
二
各
嗣
匡2中
春
圏
〗
藩
邸
上
。
毒
嗣
自
申
請
、
欲
＞
継
二
家
業
了
…
•
（
中

二
二
六
字
略
）
…
…
十年
改
二
出雲
姓
五
竺
菅

塵

以

王

師

出

雲
同
組
也
。
卒
時
年
七
十
八
。
毒
嗣
不
＞
墜
祠
閉
宅
処
治
必
効
。
嘗
奉
＞
勅
、
与
二
諸
名
医
一
共
撰
ー
ニ
定
金
蘭
方
↓
又
針

文
之
所
＞
加
、
多
二
方
注
之
外
一
後
進
之
備
至
＞
今
称
＞
妙
焉
」

以
上
の
諸
条
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
か
ら
広
貞
の
生
没
年
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
は
ず
で
あ
る
。

⑧

『
日
本
後
紀
』
弘
仁
一＿一年

（
八
―
二
）
六
月
十
二
日
条

⑦
『
日
本
後
紀
』
弘
仁
二
年
（
八
―
-
)
四
月
五
日
条

撰
ニ
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弓
－

0

富
士
川
は
『
日
本
医
学
史
』
を
上
梓
し
た
後
、
『
中
外
医
事
新
報
』
誌
上
（
八
三
七
号
、
一
九
一
五
）
に
「
本
朝
医
人
伝
（
其
三
）
出
雲
広

貞
」
な
る
稿
を
発
表
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
も
次
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。

「
・
・
…
・
弘
仁
元
年
八
月
、
広
貞
従
五
位
下
二
叙
セ
ラ
ル
、
二
年
四
月
内
薬
正
ヲ
兼
又
、
但
馬
権
縁
故
ノ
如
シ
、
三
年
六
月
宿
弥
ノ
姓
ヲ
賜
フ
、

十
一
年
従
五
位
上
二
叙
セ
ラ
レ
、
十
三
年
正
五
位
下
二
進
ム
、
後
朝
臣
ヲ
賜
上
、
貞
観
十
二
年
出
デ
、
信
濃
権
守
ト
ナ
リ
テ
卒
ス
」
。

①
Ｉ
⑧
の
『
日
本
後
紀
』
が
記
す
広
貞
の
活
躍
期
は
八
○
五
年
’
八
一
二
年
で
あ
る
。
八
○
六
年
に
『
大
同
類
聚
方
』
の
大
著
を
編
撰
し
た

時
、
広
貞
は
あ
る
程
度
の
年
齢
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
。
後
述
の
よ
う
に
す
で
に
七
九
三
年
に
は
男
子
岑
嗣
を
も
う
け
て
い
る
。
そ
の
人
物
が

貞
観
十
二
年
す
な
わ
ち
八
七
○
年
ま
で
生
存
す
る
と
は
通
常
考
え
に
く
い
。

⑨
の
『
三
代
実
録
』
の
記
事
は
い
う
ま
で
も
な
く
広
貞
の
男
岑
嗣
の
卒
伝
で
あ
っ
て
、
父
広
貞
に
関
す
る
記
文
は
「
父
出
雲
朝
臣
広
貞
…
…

信
濃
権
守
」
の
二
十
一
字
の
み
で
あ
る
。
こ
の
貞
観
十
二
年
は
あ
く
ま
で
岑
嗣
の
卒
年
で
あ
り
、
広
貞
の
そ
れ
と
は
関
係
な
い
。
富
士
川
は
、

岑
嗣
の
卒
年
を
広
貞
の
卒
年
と
誤
認
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ち
な
象
に
岑
嗣
の
生
年
は
こ
の
記
事
の
没
年
か
ら
逆
算
し
て
七
九
三
年
で
あ
る
こ
と

が
知
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
広
貞
が
八
○
八
年
の
『
大
同
類
聚
方
』
編
纂
期
に
壮
年
期
に
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
先
に
挙
げ
た
現
代

の
成
書
に
お
け
る
誤
認
は
、
直
接
一
次
資
料
を
徴
す
る
こ
と
な
く
、
富
士
川
の
そ
れ
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。

（
一
九
）

上
記
よ
り
、
出
雲
広
貞
の
没
年
は
不
詳
と
改
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

現
伝
本
『
大
同
類
聚
方
』
が
偽
撰
に
か
か
る
こ
と
は
こ
こ
に
賛
言
を
費
す
ま
で
も
な
い
。
い
ま
広
貞
に
関
す
る
若
干
の
遺
文
を
示
し
て
お
こ

二

の

三

二

の

二

ハハイ
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『
本
朝
書
籍
目
録
』
に
よ
れ
ば
広
貞
に
は
『
難
経
開
委
』
一
巻
の
著
が
あ
っ
た
と
い
う
。
『
医
心
方
』
巻
十
六
治
悪
核
腫
方
第
九
の
首
行
「
肉

裏
忽
有
核
累
と
如
梅
李
」
の
「
累
」
字
に
対
し
て
付
さ
れ
た
傍
注
「
音
義
丼
開
委
皆
勒
罪
反
」
な
る
文
中
に
そ
の
わ
ず
か
な
残
英
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
ち
な
象
に
「
音
義
」
と
は
、
唐
の
楊
玄
操
『
八
十
一
難
音
義
』
一
巻
で
あ
ろ
う
。

も
う
一
つ
広
貞
に
関
す
る
遺
文
が
『
福
田
方
』
巻
十
一
中
に
あ
る
。
広
貞
が
「
唐
制
一
一
依
リ
テ
薬
舛
大
小
ノ
量
ヲ
定
」
（
『
日
本
医
学
史
』
ほ

か
）
め
た
こ
と
は
こ
の
『
福
田
方
』
の
記
事
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
度
量
衡
の
変
遷
史
上
か
ら
も
興
味
深
い
資
料
と
思
わ
れ
る
が
、
か
つ

て
紹
介
さ
れ
た
も
の
を
見
な
い
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ
の
全
文
を
掲
げ
て
お
く
。

「
本
朝
薬
升
定
法
。
大
舛
者
、
九
合
ノ
升
也
。
公
家
ノ
薬
殿
二
用
之
、
経
年
序
畢
ヌ
。
又
天
平
宝
字
年
中
遣
唐
回
使
ノ
定
式
所
用
法
〈
以
二

大
一
舛
ヲ
｜
為
二
小
四
舛
一
云
云
、
侍
医
出
雲
宿
弥
広
貞
力
勘
申
ス
所
ナ
リ
。
典
薬
寮
御
銚
子
者
、
九
合
ノ
升
之
三
升
納
也
。
湯
薬
方
二
常
所

用
者
、
大
舛
也
。
小
舛
者
、
散
薬
等
二
用
之
処
也
。
又
小
舛
者
、
今
上
経
一
寸
下
経
六
分
深
八
分
是
也
。
一
説
云
、
方
円
二
寸
ナ
リ
。
又
先

二
所
謂
以
大
舛
為
小
四
舛
者
、
所
勘
者
九
合
ノ
升
二
台
五
勺
ヲ
小
一
舛
一
一
ア
ッ
ル
」
。

三
の
一

（
二
○
）

現
伝
本
『
薬
経
太
素
』
は
偽
書
で
あ
り
、
も
と
も
と
そ
の
よ
う
な
書
名
な
ど
存
在
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
石
原
明
が
第
六
十
一
回
日

本
医
史
学
会
総
会
（
一
九
六
○
）
で
指
摘
、
発
表
し
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
「
和
気
広
世
が
『
薬
経
太
素
』
を
著
わ
し
た
」

と
記
す
も
の
を
目
に
す
る
こ
と
が
あ
る
（
実
は
筆
者
自
身
も
か
つ
て
そ
の
失
敗
を
犯
し
た
こ
と
が
あ
る
の
だ
が
）
。

（
一
一
一
）

筆
者
は
石
原
の
右
の
講
演
を
聴
取
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
講
演
要
旨
を
見
る
と
、
「
和
気
広
世
自
身
医
家
で
な
い
」
と
指
摘
し
、
「
史

三
薬
経
太
素
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害
の
記
載
の
誤
読
か
ら
こ
の
よ
う
な
架
空
の
害
を
作
り
上
げ
」
た
も
の
で
、
弓
薬
経
』
と
は
『
新
修
本
草
』
の
薬
図
・
図
経
の
こ
と
で
あ
り
、

『
太
素
』
は
い
う
ま
で
も
な
く
唐
の
楊
上
善
が
注
を
加
え
た
『
黄
帝
内
経
太
素
』
で
、
両
書
と
も
当
時
の
医
学
の
基
本
書
で
あ
っ
た
事
実
か
ら

大
学
で
博
士
が
こ
れ
を
講
じ
た
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
」
と
断
じ
て
い
る
。

ま
こ
と
に
卓
見
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が
、
同
氏
は
後
日
、
本
発
表
を
成
稿
と
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
以
後
斯
界
に
お
け
る
影
響
力
を
欠
い
た

よ
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
に
同
氏
の
要
旨
を
敷
桁
し
て
、
『
薬
経
太
素
』
な
る
害
の
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
「
薬
経
太
素
」
な
る
語
句
の
出
所
は
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
（

い
て
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
く
だ
り
に
あ
る
。

「
長
子
広
世
、
起
し
家
補
二
文
章
生
司
延
暦
四
年
坐
し
事
被
二
禁
銅
圭
特
降
二
南

大
学
別
当
↓
墾
田
廿
町
入
寮
為
二
勧
学
新
↓
請
レ
裁
‐
二
閨
明
経
四
科
之
第
垂

私
宅
一
置
二
弘
文
院
「
蔵
二
内
外
経
害
数
千
巻
↓
墾
田
四
十
町
永
充
二
学
○
争

問
題
は
傍
線
部
を
い
か
に
訓
ず
る
か
に
あ
る
。
黒
川
道
祐
は
こ
の
部
分
を

を
講
論
し
、
新
た
に
薬
経
太
素
等
を
撰
す
」
と
訓
じ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

う
。
こ
う
読
め
ば
ま
さ
に
和
気
広
世
が
『
薬
経
太
素
』
を
撰
し
た
か
の
ど
と

不
自
然
で
あ
る
。

一
方
、
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
本
の
『
日
本
後
紀
』
で
は
「
大
学
に
諸
儒
を
会
し
、
陰
陽
書
新
撰
薬
経
太
素
等
を
講
論
す
」
と
訓
じ
て
あ

る
。
正
解
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
陰
陽
書
」
「
新
撰
薬
経
」
「
太
素
」
と
断
句
す
べ
き
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

「
新
撰
薬
経
」
と
は
何
か
。
こ
れ
は
石
原
の
指
摘
す
る
よ
う
に
『
新
修
本
草
』
の
こ
と
に
違
い
な
い
。
和
気
広
世
の
生
没
年
は
明
ら
か
で
は

の

二

こ
の
一
‐
薬
経
太
素
」
な
る
語
句
の
出
所
は
『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
（
七
九
九
）
二
月
二
十
一
日
の
和
気
清
麻
呂
卒
伝
に
男
・
広
世
に
つ

工
言
及
し
、
次
の
よ
う
に
記
し
た
く
だ
り
に
あ
る
。

「
長
子
広
世
、
起
し
家
補
二
文
章
生
司
延
暦
四
年
坐
し
事
被
二
禁
銅
圭
特
降
二
恩
詔
「
除
二
少
判
事
。
俄
授
二
従
五
位
下
一
為
二
式
部
少
輔
↓
便
為
二

二
閨
明
経
四
科
之
第
垂
又
大
学
会
諸
儒
講
論
陰
陽
書
新
撰
薬
経
太
素
等
。
大
学
南
辺
以
二

里
１
町
永
充
二
学
○
争
以
終
二
父
志
一
焉
」
。

道
祐
は
こ
の
部
分
を
『
本
朝
医
考
』
に
引
用
し
て
「
大
学
に
諸
儒
を
会
し
て
陰
陽
の
害

い
る
。
お
そ
ら
く
『
日
本
後
紀
」
の
旧
版
本
で
も
そ
の
よ
う
に
訓
じ
て
あ
る
の
だ
ろ

を
撰
し
た
か
の
ご
と
く
な
る
。
し
か
し
『
薬
経
太
素
』
な
ど
と
い
う
書
名
は
ま
こ
と
に
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以
上
の
こ
と
か
ら
「
薬
経
太
素
」
な
る
吾
が
存
在
し
え
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
よ
う
。
『
日
本
後
紀
』
を
誤
読
し
、
和
気
広
世
を
和
気
氏
初

（
二
五
）

代
の
医
家
に
仕
立
上
げ
、
近
世
に
お
い
て
『
薬
経
太
素
』
な
る
書
を
偽
作
す
る
に
至
っ
た
行
為
は
、
ま
さ
に
石
原
が
言
う
よ
う
に
「
江
戸
期
に

お
け
る
典
薬
家
の
権
威
挽
回
策
を
暴
露
し
た
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

（
一
一
一
一
）

な
い
が
、
こ
の
講
書
を
な
し
た
時
期
は
八
世
紀
末
で
あ
る
。
『
新
修
本
草
』
は
顕
慶
四
年
（
六
五
九
）
に
奉
上
さ
れ
た
唐
朝
勅
撰
本
草
で
、
日

（
一
一
二
一
）

本
へ
は
少
く
と
も
天
平
三
年
（
七
三
一
）
以
前
に
は
渡
来
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
続
日
本
紀
」
延
暦
六
年
（
七
八
七
）
五
月
十
五
日
条
に
、
「
典

薬
寮
言
。
蘇
敬
注
新
修
本
草
、
与
二
陶
隠
居
集
注
本
草
一
相
検
、
増
一
百
余
條
、
亦
今
採
用
草
薬
、
既
合
二
敬
説
一
請
行
‐
二
用
之
圭
許
し
焉
」
と
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
典
薬
寮
が
旧
来
の
『
本
草
経
集
注
』
に
代
わ
っ
て
新
渡
来
の
『
新
修
本
草
』
を
公
用
の
典
範
と
し
て
採
用
す
る
よ
う
上
申

し
、
許
可
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
広
世
の
講
書
は
ま
さ
に
そ
の
直
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
『
新
修
本
草
』
は
「
本
草
」
二
○
巻
、
「
目
録
」

（
二
四
）

一
巻
、
「
薬
図
」
二
○
巻
、
「
図
経
」
七
巻
よ
り
成
っ
て
い
た
。
石
原
は
「
薬
経
」
を
こ
の
「
薬
図
」
と
「
図
経
」
の
略
称
と
承
る
。
そ
の
点
い

ま
ひ
と
つ
明
確
で
は
な
い
が
、
と
も
か
く
「
新
撰
薬
経
」
は
『
新
修
本
草
』
を
指
す
も
の
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

「
太
素
」
は
む
ろ
ん
唐
初
に
楊
上
善
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
黄
帝
内
経
太
素
』
の
こ
と
で
あ
る
。
『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
元
年
（
七
五

七
）
十
一
月
九
日
条
に
「
医
生
者
、
太
素
・
甲
乙
・
脈
経
・
本
草
」
を
聴
講
す
べ
き
勅
令
が
記
さ
れ
て
お
り
、
八
世
紀
末
に
本
書
が
大
学
で
講

七
）
十
一
月
九
日
条
に
「
医
生
七

じ
ら
れ
た
こ
と
は
う
な
づ
け
る
。

以
上
、
研
究
の
余
滴
と
し
て
最
近
筆
者
の
気
付
い
た
古
代
日
本
医
家
に
関
す
る
通
説
の
誤
謬
に
つ
い
て
記
し
た
。
先
行
書
に
誤
り
が
あ
れ
ば
、

こ
れ
を
正
す
こ
と
も
後
学
者
と
し
て
の
責
務
か
と
思
い
、
あ
え
て
拙
稿
に
及
ん
だ
次
第
で
あ
る
。
諸
賢
の
御
批
判
を
賜
わ
れ
ば
幸
で
あ
る
。

注
お
よ
び
文
献

（
一
）
形
成
社
覆
刊
五
四
頁
一
九
七
二
年
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（
一
五
）

（
ニ
ハ
）

（
一
七
）

（
一
八
）

（
一
九
）

（
一
四
）

（
一
ー
）

（
二
）

（
三
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

（
八
）

（
九
）

(

1

0

)

 

(
―
二
）

(
-
―
―
-
)
 

名
著
出
版

一
九
八
一
年

思
文
閣
出
版
五
六
頁
一
九
八

0
年

『
近
世
漢
方
医
学
書
集
成
』
巻
四

0

二
八
・
三
一
・
三
二
頁

無
窮
会
神
習
文
庫
所
蔵
写
本
初
編
巻
三

吉
川
弘
文
館
一
九
六
三
ー
六
九
年
初
版

吉
川
弘
文
館
普
及
版
一
九
七
四
年

『
校
正
金
蘭
方
』
大
江
広
彦
序
刊
文
政
七
年
(
-
八
二
四
）
ほ
か

『
奇
魂
』
杏
林
叢
書
第
四
輯
一
〇
七
頁
吐
鳳
堂
書
店
一
九
二
五
年

金
蘭
方
流
布
本
に
関
す
る
若
干
の
文
献
学
的
考
察
『
医
調
』

復
刊
第
五
号
一
九
五
四
年

『
金
蘭
方
』
の
古
写
本
と
し
て
は
平
安
も
し
く
は
鎌
倉
時
代
と
い
わ
れ
る
巻
子
本
が
宮
内
庁
書
陵
部
に
蔵
さ
れ
る
が
、
筆
者
の
検
討
に
よ
る

と
、
そ
こ
に
引
用
さ
れ
る
『
千
金
方
』
の
文
は
林
億
ら
の
宋
改
刊
本
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
十
二
世
紀
以
降
の
成
立
に
か
か

る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
容
れ
な
い
。
前
掲
の
渡
辺
に
よ
る
と
、
そ
の
成
立
は
鎌
倉
・
室
町
の
間
と
さ
れ
る
。

前
注
の
宮
内
庁
書
陵
部
本
『
金
蘭
方
』
で
も
「
大
神
庸
主
」
と
な
っ
て
い
る
。
『
三
代
実
録
』
の
伝
本
が
虎
を
庸
に
誤
り
、
ま
た
こ
れ
と
は

無
関
係
に
『
金
蘭
方
』
の
伝
本
が
同
じ
く
虎
を
庸
に
誤
る
可
能
性
は
低
い
。
こ
の
こ
と
は
同
書
の
共
撰
者
を
牽
強
す
る
に
『
三
代
実
録
』
の

記
事
を
利
用
し
た
証
左
の
ひ
と
つ
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
偽
撰
本
の
巻
数
は
『
本
朝
書
籍
目
録
』
の
「
金
蘭
方
、
五
十
巻
」
と
い
う
記
述

に
合
わ
せ
て
操
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

前
掲
書
（
一
）
五

0
頁

南
江
堂
京
都
支
店
一
九
三
一
年
三
頁

刀
江
書
院
一
九
三
六
年
四

0
頁

日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
ク
ー
増
訂
復
刻
版
第
五
巻
三
三

0
頁
一
九
七
八
年

桑
名
文
星
堂
一
六
四
頁
一
九
五
五
年

前
掲
書
（
二
）
五
五
頁

思
文
閣
出
版
七
三
頁
一
九
八

0
年

同
時
代
の
名
医
物
部
広
泉
は
『
三
代
実
録
』
に
よ
る
と
貞
観
二
年
（
八
六
0

)

十
月
三
日
に
七
十
六
歳
で
没
し
て
お
り
、
同
十
二
月
二
十
九

日
に
六
十
三
歳
で
没
し
た
大
神
虎
主
が
「
広
泉
没
後
、
虎
主
継
塵
、
太
収
声
価
焉
」
と
評
さ
れ
て
い
る
記
事
か
ら
み
る
と
、
広
貞
は
す
で
に
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一一一一一一

五四三二一○
ｰｰ曹曹習当

偽
書
『
薬
経
太
素
』
と
和
気
広
世
日
本
医
史
学
雑
誌
九
巻
三
・
四
号
一
九
六
二
年

そ
の
伝
に
あ
る
「
坐
事
被
禁
銅
」
と
は
、
延
暦
四
年
（
七
八
五
）
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
の
こ
と
か
と
推
定
さ
れ
る
。

伝
仁
和
寺
本
「
新
修
本
草
』
巻
十
五
の
巻
末
に
「
天
平
三
年
歳
次
辛
未
七
月
十
七
日
書
生
田
辺
史
」
と
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

『
唐
書
』
芸
文
志

続
群
書
類
従
三
○
輯
下

当
時
没
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

て
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
詳
考
を
控
え
る
が
、
石
原
が
指
摘
す
る
ご
と
く
、
広
世
が
専
門
の
医
家
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
先
掲
の
伝
や
、
他
の
史
料
か
ら
承

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
）
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